
Ａ 試合会場レポート 試合番号 201 開催日 2018/01/07
第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会男子 会場： 東京体育館

観客数： 7,800 開始時間： 15:20 終了時間： 17:07 試合時間： 01:47 主審： 平田　敬基 副審： 今井　修造
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＜要約レポート＞
　13年振りの優勝を目指す洛南高校と、前回準優勝の雪辱を果たしたい東亜学園高校の対戦。
　第１セット、点差が開かず引き締まった試合展開となる。終盤、東亜学園はキャプテンの小田島にボールを集めると、強弱のあるスパイクが
決まりリードを広げ、最後は内藤のスパイクで先取する。
　第２セット、またも一進一退の攻防を繰り広げ接戦となる。洛南は中盤、垂水のスパイクとブロックで連続得点するとリードを奪いセットを
取り返す。
　第３セット、洛南は大塚のスパイク、垂水のサーブでリードしていく。対する東亜学園は、交代で入った久保田がスパイクで連続得点をあげ
リズムを取り戻す。しかし、洛南の大塚、垂水のスパイクを止めることが出来ず、洛南がセットを連取する。
　第４セット、洛南は吉田がサーブで相手を崩し、５連続得点あげてリズムに乗ると、一気に東亜学園を引き離す。東亜学園はセッター篠原の
巧みなトスワークから多彩な攻撃をみせ追いかける。しかし、洛南は溝井のサーブで更にリードを広げて、最後は粘りのレシーブから、垂水の
スパイクが決まり、勝利をあげ決勝戦に進出した。

作成者： 新沼　美穂

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


